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将来都市構造図

１－１ ゆとりある暮らしを感じるまちづくり

■ゆとりある住環境整備

「若い世代の移住・定住」や「高齢化が進む集落や団地の衰退防止」のため、土地利用規制誘導の検討・実施

取組１ 若い世代が魅力を感じるゆとりある住環境整備の促進

市総合計画では、2016年から
2025年までの10年間の基本構想
において、環境ゾーニングを基
本に、都市軸や都市拠点を位置
付けている
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土地利用方針図

市街地ゾーン

市街化調整区域

「市街地ゾーン」「緑住ゾーン」
「緑農ゾーン」について、各地域
の特性に応じた適切な機能を維持
しつつ、ネットワーク化を図るこ
とで相互に補完し合う土地利用を
目指す

市街化区域

緑住ゾーン

緑農ゾーン
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「市街化調整区域における地区計画の運用基準」における地区計画の類型（抜粋）

類型 拠点開発誘導型(A) 沿道開発誘導型(B) 住環境整備型(C) IC周辺開発誘導型(D)

目的

にぎわい交流、地域振
興及び観光振興等に寄
与する施設の誘導

広域的な交通ネット
ワークにおける 特性及
び多くの人が行き交う
特性を活かした地域振
興等に寄与すると認め
られる施設の誘導

市街化区域縁辺部にお
ける市街地のスプロー
ル化の防止と 良好な
街並み形成の誘導

市の発展と地域の振興
に寄与する多様な産業
や施設の誘導

土地利用方針
における位置

中心都市拠点の「公益
的施設誘導地区」

国道 16 号沿道の「公
益的施設誘導地区」

｢低密度住宅地区」 「IC周辺検討地区（緑
住・緑農）」

規模
原則、3ha以上の区域 国道16号に接する、原

則、1ha以上の区域
原則、0.5ha以上の区
域

原則、5ha以上の区域

建築物等の
用途の制限

レクリエーション施設、
商業施設、観光施設及
びこれらの付属施設な
どのほか、地域振興又
は農業生産物の流通経
路の確保又は拡大につ
ながる小売店舗など農
業振興に寄与するもの

流通業務施設、準工業
地域内に建築できる工
場・倉庫などのほか、
地域振興又は農業生産
物の流通経路の確保又
は拡大につながる小売
店舗など農業振興に寄
与するもの

専用住宅 製造業・物流施設、集
客施設・業務施設、医
療・福祉施設、観光・
レジャー施設などのほ
か、地域振興又は農業
生産物の流通経路の確
保又は拡大につながる
小売店舗など農業振興
に寄与するもの
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【参考】「地区計画」と「地区まちづくり計画」の概要

〇必須事項
計画の名称、位置及び区域、目標及び方針、整備計画の策定など

〇地区のルールで決められること

・建物の構造

・階数

・材料

・形状

など

建築協定(建築基準法で規定された「私的契約」)
で定められること
（区域内の土地所有者等全員の合意により締結し、特定行政庁が認可）

地区計画や建築協定で定めら
れる項目のほかに、生活環境
に関する項目など、地区が目
指すまちづくりに合ったルー
ルを定められるもの

地区計画(都市計画法に基づく「都
市計画」)で定められること
（土地所有者等の意見を反映させて市が決定）

・建物の用途

・建物の規模（建蔽率・容積率）

・建物の高さ

・敷地面積の規模（最低限度）

・塀の構造（例：生垣化など）

・地区施設（道路・公園など）の配置

・壁面の位置の制限

・緑化率（緑化の面積割合）

など

地区まちづくり計画(条例に基づく市独自の規定)で定められること
（地区まちづくり協議会の提案を受け、市が白井市まちづくり審議会の意見を聴取して決定）
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地区計画一覧
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地区まちづくり計画一覧
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■公園施設環境整備事業

都市公園長寿命化計画に基づき、老朽化した遊具を中心に修繕や更新を行い、安全で楽しい遊び場を継続的
に提供。各公園の情報は、情報集約・発信支援事業「しろいまっち」で、マップや特徴別に掲載。

都市公園長寿命化計画対象公園一覧

遊具更新の例（堀込第二児童公園）

改修前 改修後イメージ
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■都市公園等整備

1人当たりの公園敷地面積が不足している冨士地区・白井地区において公園を整備し、住みや
すい環境を推進

インクルーシブ遊具（イメージ）

（仮称）冨士公園鳥瞰図（イメージ）

（仮称）冨士公園平面図（イメージ）

（仮称）冨士公園位置図

（仮称）冨士公園イメージ（2021年度用地買収・実施設計、2022-2023年度工事）
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取組２ 定住を希望する若い世代の支援

■若い世代の転入・定住（近居の推進）

市内に居住する親世帯との近居・同居を目
的として市内に移住した子育て世代などに
対し、住宅取得費用等の一部を補助

近居・同居

転入

市内

親世帯子育て
世帯等

市外

40万円を上限に補助
(中学生以下の子どもがいる場
合などは10万円を上乗せ)

・平成31(2019)年度から住宅金融支援機構と連携

⇒フラット35の借入金利の優遇（当初5年間、
年0.25%引下げ)

・柏市でのＪリーグ公式戦「我孫子・しろいホー
ムタウンサンクスデー」や市成人式において、担
当課と連携し、制度の周知

住宅金融支援機構チラシ
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在学中 就職1年目
就職2年目

以降

■若い世代の転入・定住（若い世代定住促進）

【目的】大学等の進学時から就職時における若い世代の転出を抑制し、若い世代の定住を支援する

【対象】金融機関等から教育資金に係る貸与又は融資を受けた方で大学等の卒業等をした後も引き続き白井
市に定住する方

【手続き】大学等の在学中に事前申請を行い、認定を受けた対象者が就職後２年目以降に毎年、市に対して
支援金を請求し、前年度に返済した教育資金に２分の１を乗じた額（上限８万円）を最大５年間
（最大４０万円）支援金として交付

市

申
請

支
給

1年当たり最大8万円
×最長5年間＝

5年間で最大40万円

卒業見込
（支給開始見込）

2021年度
（2023年度）

2022年度
（2024年度）

2023年度
（2025年度）

2024年度
（2026年度）

2025年度
（2027年度）

人数 ４７ ２０ ７ ８ ０

令和3（2021）年度申請状況

市民

市
民
税

市内金融機関や日本
学生支援機構と連携
して制度の周知
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取組３ 地域資源を活用した魅力ある暮らしの促進

■情報集約・発信支援事業

【令和3(2021)年度から令和5(2023)年度まで委託
令和6(2024)年度以降は自走】

官民連携プラットフォーム「しろいまっち」を構築
し、令和4（2022）1月1日に本格稼働

→令和6（2024）年度以降は現在の受託事業者が広
告費や協賛等の収入を財源とし事業を継続する。（
協定書締結済み）

■フォトプロジェクト事業

【令和4(2022)年度から令和7(2025)年度まで】

写真をツールとした講座等や撮影ツアーなどのイベ
ントを開催し、市の魅力を発信する市民の輪を広
げ、市民自らが地域の魅力を発信する。

業務内容（委託仕様書から）

・事業の認知度や参加者募集・拡大のための広報、
啓発

・初心者でも参加できる講座やSNSの活用に係る
講座など、魅力を発見・発信できるような講座
の開催

・講座参加者や市民が興味を持つイベントの企画
運営

・写真展の開催
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取
組

妊娠期 0歳から2歳 3歳から就学前 小学生 中学生 ～18歳

１

２

３

４

子ども医療費助成

待機児童対策

病児・病後児保育

子育て世代包括支援センター

放課後児童健全育成

放課後子ども教室

子どもの居場所づくり

補助教員配置

地域人材活用

教育の情報化推進

１－３ 子育てしたくなるまちづくり

各取組と主な対象
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取組１ 利便性の高い場所での保育機会の確保

１－３ 子育てしたくなるまちづくり

対象児 朝 日中 夕方

0‐2歳

0‐5歳

3‐5歳

6か月‐5歳

幼稚園預かり保育 預かり保育

幼稚園

幼稚園送迎ステーション 送迎ステーション
園
バ
ス

園
バ
ス

小規模保育（延長含む）

認定こども園（延長含む）

保育所（延長含む）

主な保育等の利用形態と対象児（平日の場合）

一時保育（重点戦略外）

白井 de 「働きながら、幼稚園」の推進
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取組１ 利便性の高い場所での保育機会の確保

■待機児童対策

①預かり保育時間の延長

②幼稚園送迎ステーションの継続

③保育士の確保

・保育士宿舎借上げ支援
・保育士通勤用駐車場借上げ支援

■病児・病後児保育（鎌ケ谷市と協定）

①病児保育

・白井聖仁会病院で病気の子どもの預かりを実施
（対象：生後6か月から小学6年生まで）

②病後児保育

・鎌ケ谷総合病院で病気の回復期にある子どもの
預かりを実施（対象：生後3か月から小学3年生
まで）

取組２ 子育てに係る経済的負担の軽減

年齢・学年
所得
制限

自己負担額

誕生～就学前
小学生
中学生

無
入院：1日300円又は無料
通院：1回300円又は無料
調剤：無料

■子ども医療費の助成

幼稚園名 預かり保育実施時間

白井 午前7時30分から午後6時30分まで

まどか 午前7時45分から午後7時まで

英 午前7時45分から午後6時45分まで

まこと南山 午前7時30分から午後7時まで

幼稚園送迎ステーションの様子
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■子育て世代包括支援センター設置

・妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を図るため、健康課・子育て支援課・保育課が
連携して世代包括支援センターを運営

⇒センターの事業の更なる周知が必要

取組３ 地域での親や子どもたちの居場所づくりや子育て支援のしくみづくり
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妊娠期・出産 ０歳 １～３歳 ４・５歳

妊婦健康診査

妊婦歯科健康診査
幼児健診 就学時健診

（学校）
乳児健康診査

すくすく子育て相談(発達相談)

保健師・助産師による相談支援（電話・面接・訪問）

マタニティ＆ベビー向け講座 ベビーサロン いっぽいっぽ

ママヘルプ
サービス

ショートステイ
（施設で子どもの一時預かり）

【子育て支援】

ファミリーサポートセンター・一時保育

保育コンシェルジュによる相談・調整

【母子保健】

保育園
保育園

子育て支援センター・つどいのひろばなど

母子健康手帳発行
（情報提供・相談）

■主に妊娠期から子育て期における、親子の居場所や子育て支援の仕組みづくりに向けた市の取組

産後ケア

新生児
訪問

おめでとう
訪問

子育て応援ナビ（情報アプリ）・しろい子育てチャンネル（動画配信）

4か月
育児相談

かみかみ
教室

予防接種

子育て支援コーディネーターによる相談子育て世代包括
支援センター
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■放課後子ども教室

市内の小学校に通う小学生を対象とし、放課後等
を安全・安心に過ごしながら多様な体験や活動が
できる場を提供

【実施場所・開設日時】

・白井第二小学校（スポーツ・創作・調理等）
・大山口小学校（自由遊び）
・池の上小学校 ※R3(2021)年度新規

（スポーツ・創作・調理等）

■放課後児童健全育成

保護者が就労等で昼間家庭にいない小学生を対象
とし、放課後等に適切な遊びや生活の場を提供

【実施場所・開設日時】

・市内9小学校すべてに設置

会場 開催日 開催時間

白井第二小 毎週木曜 午後3時から4時30分まで

大山口小
第2・第4
木曜

午後3時から4時30分まで

池の上小 毎週木曜 午後3時から4時30分まで

登校日
長期休暇・振替休
日等の平日休校日

土曜日

通
常

放課後から
午後7時まで

午前8時から
午後7時まで

午前8時から
午後6時まで

延
長― 午前7時30分から午前8時まで

・令和3（2021）年度から池の上小学校において、放課後児童健全育成事業の受託事業者に放課後子
ども教室も委託することで事業を開始

連携

■子供の居場所づくり

子ども食堂や学習支援など、生活に困難を抱える子どもを支える地域の団体活動を支援 17



取組４ 確かな学力、豊かな心、健やかな体など未来を生き抜く力を育む学校教育の推進

■地域人材の活用 ■学校補助教員の配置

・きめ細やかな指導を行うため、令和3(2021)年
度は全小中学校に学校補助教員33名を配置した
ほか、読書活動推進補助教員等を配置

≪内容≫

・小学校中学年の算数科を中心とした少人数指導
・発達障がいや不登校など児童生徒の個に応じた

指導

・対象児童生徒への看護師による医療的ケア

・図書館の運営等をサポート

・休暇教員等の代替

・環境・自然・食育・福祉など、地域に応じた特色
ある学校づくりの支援

・部活動をサポートするため、令和3(2021)年度は市内小
中学校に部活動サポーター14人を派遣

●教育課題調査研究（重点外）

・

市内の認定ＮＰＯ法人や農家の協力を得て、アフリカの食糧
不足改善のために開発された「ネリカ米」の収穫体験を実施

・「主体的・対話的で深い学び」に向けて、子ども一人
ひとりが自らの理解度を確認し、学習を振り返る「学
習振り返り調査（Reナビ）」を実施。

・教職員に対して、学習指導やＩＣＴ活用、学級経営な
どの研修を実施。

教職員研修の様子
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■教育の情報化推進事業

国が示す「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向けて
①市内全小中学校で1人1台の端末を配備
②持ち帰り用充電器の配付
③必要に応じてモバイルルーターの貸出
④教室内での大型提示装置の整備
⑤無線ＬＡＮも活用した校内でのインターネット環境の整備
などにより、ICTを活用した「調べ学習」「文章の作成、資料等の制作」「コロナ禍や夏季休
暇中の在宅での学習」が行えたとともに、子どもたちの学習状況や理解度に合ったきめ細やか
な指導が促進された。

学習活動写真

ＩＣＴによりできること（イメージ） 授業の様子
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■中心都市拠点・生活拠点づくり

３－１ 都市拠点がにぎわうまちづくり

取組１ 市役所・白井駅周辺や西白井駅周辺などでの地域特性に合わせたにぎわいづくり

市役所周辺地区
まちづくり協議会区域図

白井駅周辺のまちづくり

UR都市機構とともに白井駅周辺まちづくり勉強会
を実施

【勉強会の主な内容】
・データからの現状分析
・まちを歩いて資源や課題
の把握

・様々な視点から今後必要
とされる取組の検討

令和4（2022）年度、中心都市拠点におけるにぎ
わい創出などに向けた方向性等の検討を進める

当該地区の都市計画変更に向けた
手続きに着手
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■駅周辺地域活性化
駅周辺地域活性化プロジェクトチームによる検討
・副駅名の公募方法や選定基準の検討等
・副駅名称看板クラウドファンディングの実施

【期間】令和3(2021)年10月3日～12月31日（90日間）
【寄附額】4,436,350円(ふるさと納税含む）

・トライアル・サウンディング※の実施
【時期】令和4(2022)年3～4月の金・土曜日（全7日）

金：15時～20時、土：11時～15時
【場所】白井・西白井駅前広場、給食センター跡地
【内容】キッチンカー、農作物販売など

※市が今後の利活用を検討している公共施設等について、暫
定的な利用を希望する民間事業者に一定期間使用してもら
う制度

・コンテンツツーリズムに関する検討
アニメ「群青のファンファーレ」の活用による活性化検討
やちばレインボーバスのラッピングバスのデザイン検討

■にぎわいづくり支援
駅周辺地域のイベント等を情
報発信

戦略1-1「ゆとりある暮らしを感
じるまちづくり」情報集約・発信
事業と連携

白井駅、西白井駅の副駅名を公募し選定
【応募件数】白井駅：589件、西白井駅：564件
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取組２ 工業団地における産業機能の向上に向けた環境整備

■工業団地アクセス道路整備
白井工業団地と国道16号を結ぶ新たな大型車対応の
道路を整備

R3年度末 用地買収済 14,223.99㎡ (進捗率95.7%)
整備延長 296.9m ( 〃 14.1%)

（工期:R3(2021).12.18-R4(2022).9.30)

■工業専用地域振興
・工業団地内への利便施設の誘導

→購買施設や飲食店などの沿道サービス施設の立地が可能
になったことから、工業団地協議会と意見交換

・包括管理委託（エリアマネジメント※）導入の検討
※既存のインフラや施設の有効活用、維持管理・運営をし

つつ、地域の良好な環境や地域の価値を維持・向上させ
るために、市民、事業者、地権者等が主体となった取組 工業団地アクセス道路

白井工業団地地区
地区計画

工業団地アクセス道路

エリアマネジメントのイメージ図（国土交通省）
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３－２ 地域拠点がにぎわうまちづくり

取組１ 小学校区を基本的な単位としたまちづくり協議会の設立の推進とまちづくりの人材育成

小学校区単位のまちづくり協議会
のイメージ

■小学校区まちづくり協議会設立・運営支援
・複雑化・多様化している地域課題における地域コミュニティの活性化による解決力の向上

令和3(2021)年度
3小学校区（第二小、第三小、大山口小）で設立

第二小学校区協議会活動 「まちピカ大作戦IN平塚」

第二小学校区まちづくり協議会カレンダー
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■市民参加・協働の人づくり
・コーディネート型人財育成研修

（職員向け：18名、市民向け：8名）
・市民協働ファシリテーターの活用

登録者20名。令和3(2021)年度は空家等対
策計画の見直し意見交換会で2名に依頼

■白井市民大学校

卒業後のアンケートで「ボランティア・市民活動に
参加したい」と答えた割合

いきいきシニア学部 46.2％
ささえあい発見学部 40.0％
※令和3(2021)年度の報告書から

講座中の様子

市民協働ファシリテーター活用 職員研修の様子

24



取組２ 地域における助け合いや支え合いの促進

■生活支援サービス体制整備
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■地域防災力向上

地域防災計画に基づき様々な防災対策を実施し、
災害時の地域防災力の向上を図る

・災害用備蓄品の配備
・防災訓練等への防災アドバイザー派遣
・ハザードマップ（地震・洪水）の全戸配布
・災害時応援協定の新規締結
・自主防災会への資機材の交付
・避難所運営マニュアルの整備・周知
・地区防災訓練等への参加
・災害応急対策の職員研修会

洪水・土砂災害ハザードマップ

■消防団体制強化
・消防団の消防活動のために必要な資機

材（ホース、活動服など）の整備
・団員の処遇改善
（訓練に係る経費や団員への報酬等は別

事業から）

過去の消防団訓練の様子
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取組３ ライフステージに応じた健康づくりの推進

スポーツクラブ名 地域

桜台スポーツクラブ 桜台中学校区

スポーツコミュニティみなみ 南山中学校区

ONスポーツクラブ 大山口中/七次台中学校区

白井スポーツヴィレッジ 白井中学校区

しろいチャレンジド・スポーツクラブ
(障がい児者対象) 市内全域

各スポーツクラブの名称と地域

■

■地域健康づくり
地域ぐるみで主体的に運動などに取り組む機会やきっか
けづくり、地域における健康づくりの環境の整備

白井なし坊体操（梨トレ体操
第2）の周知とともに、運動
習慣の必要性を啓発

中学校体育祭でも活用

ご当地健康体操100選に選定

■

■介護予防自主グループ支援
身近な場での自主的な介護

予防活動団体を増やし運動・
認知機能の維持向上と人との
つながりを築き、高齢者の自
立した生活の継続を支援。

楽トレ体操の様子

楽トレ体操リーフレット

■総合型地域スポーツクラブ
地域住民主体の、いつでも、どこでも、いつまでもスポー
ツに親しむことのできる拠点の運営の推進

内 容 筋力トレ、ストレッチ、卓球、テニスなど
（スポーツクラブによって異なる）

入会金 1,000円
年会費 大人6,000円

（中学生以下や65歳以上は割引あり）
その他 保険料負担あり

ストレッチの様子

卓球の様子
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